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下水道事業

受益者負担金の
賦課徴収区域が
拡大されます

　

市
で
は
、
都
市
基
盤
の
整
備
と
し
て
、

平
成
３
年
度
か
ら
公
共
下
水
道
工
事
に

着
手
し
、
平
成
27
年
３
月
31
日
使
用
開

始
区
域
を
含
め
約
465

 

ha
の
区
域
で
下
水

道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
新
た
な
対
象
区
域
を
４
月

１
日
付
で
公
告
し
、「
受
益
者
負
担
金
」を

賦
課
し
ま
す
。

　

な
お
、
使
用
で
き
る
区
域
・
時
期
（
供

用
開
始
区
域
・
時
期
）に
つ
い
て
は
、
整

備
の
進
み
具
合
に
よ
り
広
報
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
と
は

　

下
水
道
を
整
備
す
る
に
は
多
額
の
費

用
が
必
要
で
す
。
道
路
や
公
園
な
ど
の

よ
う
に
、
だ
れ
も
が
利
用
で
き
る
施
設

と
違
い
、
下
水
道
の
よ
う
に
特
定
の
方

だ
け
が
利
用
で
き
る
施
設
の
建
設
費
を

税
の
み
で
ま
か
な
う
と
す
る
と
、
利
益

を
受
け
な
い
方
に
も
同
じ
負
担
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
公
平
性
を
欠

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
下
水
道
の
整
備
に
よ
り
利

益
を
受
け
る
方
に
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
の
が
受
益
者
負
担
金

で
す
。

負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
方

　

今
年
度
、
公
告
さ
れ
た
賦
課
対
象
区

域
内
に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
方
で
す
。

そ
の
土
地
に
地
上
権
、
質
権
、
ま
た
は

使
用
貸
借
も
し
く
は
賃
貸
借
に
よ
る
権

利
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
権
利
者
が
受

益
者
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

負
担
金
の
対
象
と
な
る
土
地

　

今
年
度
、
公
告
さ
れ
た
賦
課
対
象
区

域
内
（
下
水
道
整
備
区
域
内
）に
あ
る

宅
地
、
雑
種
地
、
田
畑
な
ど
す
べ
て
の

土
地
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
負
担
金
は
固
定
資
産
税

な
ど
と
は
異
な
り
、
毎
年
賦
課
さ
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
そ
の
土
地
に
対
し
て

一
度
か
ぎ
り
の
も
の
で
す
。

賦
課
対
象
区
域

　

平
成
27
年
度
に
賦
課
対
象
と
な
る
区

域
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
地
図
参
照
）

・
稗
田
町
四
丁
目
の
一
部

・
向
山
町
一
丁
目
の
一
部

・
向
山
町
六
丁
目
の
一
部

・
論
地
町
一
丁
目
の
一
部

向山町一丁目の一部
向山町六丁目の一部
論地町一丁目の一部

稗田町四丁目の一部

問合せ先
市上下水道グループ☎ 52-1111（内線 291 ·292 ·283）


